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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力をするために端末を保持している体に接触をした際に、電気的な信号を発信するた
めの１つ又は複数の信号送信部と、電気的な信号を検出し検出データを出力する複数の信
号受信部とにより構成される入力部と、
　前記信号送信部に電気的な信号を生成し、発信データとして出力し、その出力の時間的
タイミングと生成した信号の状態とを生成データとして出力する発信生成手段と、
　前記検出データと前記生成データと予め設定されているデータベースの蓄積データを参
照することにより接触位置を特定し、その位置を入力情報特定データとして出力する入力
情報特定手段と、
を少なくとも備えたことを特徴とする、端末である位置情報入力装置。
【請求項２】
　前記信号送信部と前記信号受信部は、端末を保持する手と指先や指の付け根等からだの
一部で接触するように配置してあり、
　前記信号送信部により発信された電気的信号を体の骨格，筋肉，腱，関節，皮膚など身
体的電気特性に基づいて伝達された電気的信号を、前記信号受信部により電流値と電圧値
を検出することを特徴とする請求項１記載の位置情報入力装置。
【請求項３】
　前記入力部は、前記信号送信部と前記信号受信部として体の一部と接する部分に通電用
の電極パットと、それ以外の部分で電気的接続を遮断するための絶縁体による筐体とを含
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むことを特徴とする請求項１又は２に記載の位置情報入力装置。
【請求項４】
　前記入力部の筐体は、時計型の形状であり、
　前記入力部の前記信号送信部が筐体表面上に配置してあり、前記入力部の前記信号受信
部が筐体背面側に３つ配置してあることを特徴とする請求項１，２又は３に記載の位置情
報入力装置。
【請求項５】
　前記入力部の筐体は、時計型の形状であり、
　前記筐体の端末表面上でからだと接触する位置に前記信号送信部と前記信号受信部が配
置してあり、前記筐体の端末背面側の３箇所で体と接触する位置に前記信号送信部と前記
信号受信部が配置してある
ことを特徴とする請求項１，２又は３に記載の位置情報入力装置。
【請求項６】
　前記入力部の筐体は、時計型の形状であり、前記信号送信部が前記筐体の表面上に配置
してあり、
　前記信号受信部が、前記筐体の背面側に２つ配置してある
ことを特徴とする請求項１，２又は３に記載の位置情報入力装置。
【請求項７】
　前記発信生成手段は、前記信号送信部で発信する電気信号として交流電流となる電気信
号を生成し、低周波から高周波まで一定時間単位で順番に出力するものであることを特徴
とする請求項１乃至６の何れか一つに記載の位置情報入力装置。
【請求項８】
　前記入力情報特定手段は、
　前記生成データである各周波数が提示されているタイミングを基に、前記検出データで
ある電流値と電圧値から電気的インピーダンス特性を算出し、予め設定されているデータ
ベースの蓄積データを参照し、体の骨，筋肉，腱，関節，皮膚，血液など身体的電気特性
に基づき、目的となる電気的インピーダンスのみを算出し、電気的インピーダンスから接
触位置を特定することを特徴とする請求項１乃至７の何れか一つに記載の位置情報入力装
置。
【請求項９】
　前記入力情報特定手段は、電気的インピーダンスから接触位置を特定するのに、特に体
の細胞を基にした電気的等価回路によるインピーダンス特性へのモデルフィッティングを
算出し、体の電気的純抵抗力を算出することで接触位置を特定することを特徴とする請求
項１乃至７の何れか一つに記載の位置情報入力装置。
【請求項１０】
　前記データベースは、入力操作をするからだの電気的抵抗力と接触部分での接触抵抗力
とを前記蓄積データとして記録してあることを特徴とする請求項１乃至５並びに７乃至９
の何れか一つに記載の位置情報入力装置。
【請求項１１】
　前記データベースは、入力操作をするからだの電気的抵抗力と接触部分での接触抵抗力
とを前記蓄積データとして記録してあり、更に体の電気的純抵抗力と体の長さとの関係を
記録してあることを特徴とする請求項１乃至３並びに７乃至９の何れか一つに記載の位置
情報入力装置。
【請求項１２】
　電気的な信号を生成し、発信データとして出力し、その出力の時間的タイミングと生成
した信号の状態とを生成データとして出力する発信生成ステップと、
　入力をするために端末を保持しているからだに接触をした際に、前記電気的な信号を発
信するための信号送信ステップと、
　前記電気的な信号を検出し検出データを出力する信号受信ステップと、
　前記検出データと前記生成データと予め設定されているデータベースの蓄積データを参
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照することにより接触位置を特定し、その位置を入力情報特定データとして出力する入力
情報特定ステップと、
を少なくとも備えたことを特徴とする端末へ位置情報を入力するための位置情報入力方法
。
【請求項１３】
　前記信号受信ステップにより検出される検出データは電流値と電圧値を基に生成されて
いるデータであることを特徴とする請求項１２記載の位置情報入力方法。
【請求項１４】
　前記発信生成ステップは、前記信号送信ステップで発信する電気信号として交流電流と
なる電気信号を生成し、低周波から高周波まで一定時間単位で順番に出力することを特徴
とする請求項１２乃至１３の何れか一つに記載の位置情報入力方法。
【請求項１５】
　前記入力情報特定ステップは、
　前記生成データである各周波数が提示されているタイミングを基に、前記検出データで
ある電流値と電圧値から電気的インピーダンス特性を算出し、
予め設定されているデータベースの蓄積データを参照し、体の骨，筋肉，腱，関節，皮膚
，血液など身体的電気特性に基づき、目的となる電気的インピーダンスのみを算出し、
電気的インピーダンスから接触位置を特定する
ことを特徴とする請求項１２乃至１４の何れか一つに記載の位置情報入力方法。
【請求項１６】
　前記入力情報特定ステップは、電気的インピーダンスから接触位置を特定するのに、特
に体の細胞を基にした電気的等価回路によるインピーダンス特性へのモデルフィッティ
ングを算出し、体の電気的純抵抗力を算出することで接触位置を特定することを特徴とす
る請求項１２乃至１５の何れか一つに記載の位置情報入力方法。
【請求項１７】
　前記入力情報特定ステップで参照する前記データベースでの前記蓄積データは、入力操
作をする体の電気的抵抗力と接触部分での接触抵抗力とを記録してあるデータであること
を特徴とする請求項１２乃至１６の何れか一つに記載の位置情報入力方法。
【請求項１８】
　前記入力情報特定ステップで参照する前記データベースでの前記蓄積データは、入力操
作をする体の電気的抵抗力と接触部分での接触抵抗力とを記録してあるデータであり、更
に体の電気的純抵抗力と体の長さとの関係を記録してあるデータであることを特徴とする
請求項１２乃至１６の何れか一つに記載の位置情報入力方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、位置情報入力装置等に係り、特に、携帯電話やＰＤＡ、或いはノートＰＣ等
、の携帯機器に適用可能な位置情報入力装置および位置情報入力方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　可搬性を重視する携帯機器やディスプレイなどの表示部を重視する携帯機器における入
力装置にあっては、機器上の入力部を小さくした入力装置が求められている。
【０００３】
　機器上の入力部のキー配置のスペースを小さくするための方法としては、一つの入力に
複数の機能を割り当てる技術的手法が考えられる。かかる手法の関連技術としては、機器
上に上下左右の傾斜角度を検出するジョイスティックを配置し、その傾斜方向により文字
の切り替えを行なう手法のものがある（特許文献１）。
　しかしながら、かかる手法では、各々の入力をするためのジョイスティックの傾斜方向
が携帯機器の入力方法と異なっていることから、入力のための熟練を必要とし、多くは入
力操作が複雑になることから、操作ミスを含む入力ミスがしばしば発生するという不都合
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があった。
【０００４】
　また、上述した入力部としての検出部を機器本体から切り離すと共に、独立して配置す
る手法のものがある。この種の関連技術の例として、体に検出部を装着させることにより
入力を行なうという手法のものがある（特許文献２）。
　しかしながら、かかる手法のものは、入力部を機器とは別に用意する必要があり、可搬
性には優れていない。また、操作者が検出部を取り付けらければならないという煩わしさ
もある。
【０００５】
　更に、機器の面への動作を検出する入力部のスペースを小さくするための方法として、
Ｘ、Ｙ、Ｚ軸方向の指圧を検知することで、手書き文字入力を行なうものがある。この種
の関連技術としては、トラックポイントを用いて、その指圧変化パターンから手書き文字
入力を行なうものがある（特許文献３）。
　しかしながら、かかる手法のものは、入力動作を行なう指先の移動がないため動作確認
が難しく、入力ミスの原因にもなるという不都合がある。
【特許文献１】特開２００５－２５８７３４号公報
【特許文献２】特開２００４－５３７８０２号公報
【特許文献３】特開２００５－３０１８７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した関連技術にあっては、更に以下に示すような不都合がある。
　まず、第１の問題点は、小さい入力エリアでの選択や決定といった操作において、小さ
い入力エリアに複数の機能を割り当てることは、入力のための熟練を要する点である。
　それは、小さい入力エリアに複数の機能を割り当てることにより操作体系の複雑な操作
が要求されることと、また、携帯電話によく用いられるテンキーによる文字入力などとは
異なった入力操作が要求されることから、入力のための慣れが必要になるためである。
【０００７】
　次に、第２の問題点は、小さい入力エリアでの選択や決定といった操作では、入力ミス
が多くなる点である。入力エリアのピッチが狭いため、人が入力のための位置決め精度が
高く要求され、入力ミスが増えるほか、多くは位置合わせに時間がかかる。
【０００８】
　又、第３の問題点は、手書き文字入力のような操作では、大きい入力エリアが必要な点
である。なぜなら、手書き文字入力などの入力操作では、スクロールを伴う操作や入力の
開始位置を絶対位置で指定する必要があるため、大きい入力エリアが要求されるからであ
る。
【０００９】
　更に、第４の問題点は、検出部を機器とは別に用意する煩わしさの点がある。体に検出
部のみを装着させることは、入力操作を行なわないときは邪魔であり、検出部の取り外し
や装着自体のわずらわしさがある。また、体に検出部を装着させた上で、体に対して入力
操作をする入力では、入力部が機器とは別に必要であり、可搬性に優れていない。
【００１０】
　本発明は、上記関連技術の有する不都合を改善し、特に、可搬性を重視する携帯機器や
ディスプレイ等の表示部を重視する携帯機器における入力装置であって、機器上の入力領
域を広く確保し得ないものであっても、操作者の使いやすい入力装置の状態を有効に確保
し得る位置情報入力装置および位置情報入力方法を提供することを、その目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成すため、本発明にかかる位置情報入力装置は、入力をするために端末を
保持している体に接触をした際に、電気的な信号を発信するための１つ又は複数の信号送
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信部と、電気的な信号を検出し検出データを出力する複数の信号受信部とにより構成され
る入力部と、前記信号送信部に電気的な信号を生成し、発信データとして出力し、その出
力の時間的タイミングと生成した信号の状態とを生成データとして出力する発信生成手段
と、　前記検出データと前記生成データと予め設定されているデータベースの蓄積データ
を参照することにより接触位置を特定し、その位置を入力情報特定データとして出力する
入力情報特定手段と、を少なくとも備えたことを特徴とする。
【００１２】
　上記目的を達成すため、本発明にかかる位置情報入力方法は、電気的な信号を生成し、
発信データとして出力し、その出力の時間的タイミングと生成した信号の状態とを生成デ
ータとして出力する発信生成ステップと、入力をするために端末を保持しているからだに
接触をした際に、前記電気的な信号を発信するための信号送信ステップと、前記電気的な
信号を検出し検出データを出力する信号受信ステップと、前記検出データと前記生成デー
タと予め設定されているデータベースの蓄積データを参照することにより接触位置を特定
し、その位置を入力情報特定データとして出力する入力情報特定ステップと、を少なくと
も備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、以上のように、入力をするために端末を保持している体に接触をした際に、
電気的な信号を発信するための１つ又は複数の信号送信部と、電気的な信号を検出し検出
データを出力する複数の信号受信部とにより構成される入力部と、前記信号送信部に電気
的な信号を生成し、発信データとして出力し、その出力の時間的タイミングと生成した信
号の状態とを生成データとして出力する発信生成手段と、前記検出データと前記生成デー
タと予め設定されているデータベースの蓄積データを参照することにより接触位置を特定
し、その位置を入力情報特定データとして出力する入力情報特定手段とを少なくとも備え
たので、入力をするために端末を保持している人体に接触をすると、人体と接している端
末から電気信号を発信し、更に人体の内部を伝達した電気信号を検出することで、その身
体的電気特性を計測し、その入力接触位置が特定できることで、端末と接触する人体の一
部に入力操作を行なう架空の入力エリアを割り当てることができ、機器上の検出部は小さ
く表示部を大きくすることができ、更には人体に割り当てた大きい入力エリアを確保する
ことができる。
【００１４】
　更に、入力エリアが大きく、選択や決定といった操作が理解しやすいことである。入力
エリアを小さくするために一つの入力エリアに複数の機能を割り当て、各機能を、操作す
る手順や組み合わせにより選択する公知例に比べ、各々の機能を大きい入力エリアへ割り
当てが可能であるため、操作がしやすい。
【００１５】
　又、他の効果としては、入力エリアが大きく、選択や決定といった操作がしやすいこと
である。他の関連技術にあるように、機器上に入力エリアを設けそのサイズを小さくする
ことに比べ、十分に大きな入力エリアを取ることが可能であるため、オペレータによる入
力のための位置決めがしやすく、入力ミスの低減や入力時間の削減の効果がある。
【００１６】
　更に、本発明では、入力エリアが大きいことから、手書き文字入力のような操作に適し
ていることである。例えば、各機器に、面に接触することでポインティングやスクロール
操作をするデバイスを装備してそのサイズを小さくすることに比べ、入力を検出する検出
部（受信電極）は小さいが、入力を行なう入力エリアは大きく取ることが可能であるため
、スクロールを伴い、大きい操作領域が必要な操作や、入力の開始位置を絶対位置で指定
する操作に適している。
【００１７】
　更に又、本発明では、入力の確認性が高いことである。入力が行なわれたことが、から
だに接触されたことにより感じ取ることができるため、どこの位置への入力を行なってい
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るのかを操作部分を見ることなく確認することができるという、優れた位置情報入力装置
および位置情報方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１の実施形態の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に開示した第１の実施形態の内の入力位置特定手段部分の構成内容を示すブ
ロック図である。
【図３】図１に開示した第１の実施形態の入力部を人体の手の甲部分に設置した場合の例
示で、その使用状態を示す図である。
【図４】図３に開示した第１の実施形態の入力部の構成内容を示す図で、図４（Ａ）は当
該入力部の各構成要素の形状及び配置の例を示す説明図、図４（Ｂ）は入力部の各構成要
素の形状及び配置の例を示す概略断面図である。
【図５】図３に開示した第１の実施形態の入力部の電気的回路構成を示す説明図である。
【図６】図１に開示した第１の実施形態の全体動作の一例を示すフローチャートである。
【図７】図１に開示した第１の実施形態における信号生成出力手段から出力される位置決
め信号にかかる内容を示す図で、図７（Ａ）は当該一の位置決め信号が備えている周波数
の変化の状態を示す説明図、図７（Ｂ）は複数の受信電極で検出された後の当該一の位置
決め信号に基づいて入力位置を特定するための信号処理状況（入力位置特定手段を動作制
御する主制御部の動作）を示すフローチャートである。
【図８】図３に開示した人体の手の甲部分を含む人体細胞とその電気特性を表した説明図
である。
【図９】図８に示す人体細胞の電気的等価回路を表した図で、図９（Ａ）は一般的な等価
回路を示し、図９（Ｂ）は図９（Ａ）の簡易等価回路である。
【図１０】前述した図１で得られる各周波数での電気的インピーダンスを表した円線図の
一例を示す。
【図１１】図３に開示した例示内容における接触位置と電気的抵抗値との関係を表した図
で、図１１（ａ）は経路抵抗が比較的小さい値Ｒ１　の場合を示し、図１１（ｂ）は経路
抵抗が中ぐらいの値Ｒ２　の場合を示し、図１１（ｃ）は経路抵抗が比較的大きいＲ３　

の場合をそれぞれ示す説明図である。
【図１２】図１に開示した内容における入力エリア（平面上）の接触位置とその位置を特
定するための受信電極の位置との関係の例を示す説明図である。
【図１３】本発明の第２の実施形態の構成を示すブロック図である。
【図１４】図１３に示す第２実施形態の一例で各構成要素およびその配置の状態を示す図
で、図１４（Ａ）は各構成要素（主に入出力の電極関係）の配置を示す説明図、図１４（
Ｂ）は図１４（Ａ）の配線関係を示す回路図である。
【図１５】本発明の第３の実施形態の概略構成と使用状態を示す説明図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
［第１の実施形態］
　以下、本発明の第１実施形態を図１ないし図１２に基づいて説明する。
　この第１実施形態では、最初に、基本的な構成内容を説明し、その後に具体的な内容を
説明する。
【００２０】
　まず、本第１実施形態にかかる位置情報入力装置（端末）１は、入力をするために端末
を保持している体に接触をした際に、電気的な信号を発信するための１つ又は複数の信号
送信部と、電気的な信号を検出し検出データを出力する複数の信号受信部とにより構成さ
れる入力部と、前記信号送信部に電気的な信号を生成し、発信データとして出力し、その
出力の時間的タイミングと生成した信号の状態とを生成データとして出力する発信生成手
段と、前記検出データと前記生成データと予め設定されているデータベースの蓄積データ
を参照することにより接触位置を特定し、その位置を入力情報特定データとして出力する
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入力情報特定手段と、を少なくとも備えている。
【００２１】
　前記信号送信部と前記信号受信部は、端末を保持する手と指先や指の付け根等からだの
一部で接触するように配置してあり、前記信号送信部により発信された電気的信号を体の
骨格，筋肉，腱，関節，皮膚など身体的電気特性に基づいて伝達された電気的信号を、前
記信号受信部により電流値と電圧値を検出する機能を備えている。
　又、前述した入力部は、前記信号送信部と前記信号受信部として体の一部と接する部分
に通電用の電極パットと、それ以外の部分で電気的接続を遮断するための絶縁体による筐
体とを含む構成となっている。
【００２２】
　ここで、前述した入力部の筐体は、時計型の形状であり、前記入力部の前記信号送信部
が筐体表面上に配置してあり、前記入力部の前記信号受信部が筐体背面側に３つ配置して
ある。更に、この筐体の端末表面上でからだと接触する位置には前記信号送信部と前記信
号受信部が配置してあり、前記筐体の端末背面側の３箇所で体と接触する位置に前記信号
送信部と前記信号受信部が配置してある。
【００２３】
　一方、前記入力部の筐体は、前記信号送信部が前記筐体の表面上に配置すると共に前記
信号受信部を、前記筐体の背面側に２つ配置してもよい。
　又、前述した発信生成手段は、前記信号送信部で発信する電気信号として交流電流とな
る電気信号を生成し、低周波から高周波まで一定時間単位で順番に出力するように構成さ
れている。
【００２４】
　又、前述した入力情報特定手段は、前記生成データである各周波数が提示されているタ
イミングに基づいて、前記検出データである電流値と電圧値から電気的インピーダンス特
性を算出し、予め設定されているデータベースの蓄積データを参照し、体の骨，筋肉，腱
，関節，皮膚，血液など身体的電気特性に基づき、目的となる電気的インピーダンスのみ
を算出し、電気的インピーダンスから接触位置を特定するように構成されている。
【００２５】
　更に、この入力情報特定手段は、電気的インピーダンスから接触位置を特定するのに、
特に体の細胞を基にした電気的等価回路によるインピーダンス特性へのモデルフィッティ
ングを算出し、体の電気的純抵抗力を算出することで接触位置を特定する演算機能を備え
ている。
【００２６】
　前述したデータベースは、入力操作をする体の電気的抵抗力と接触部分での接触抵抗力
とを前記蓄積データとして記録してある。又、このデータベースには、入力操作をする体
の電気的抵抗力と接触部分での接触抵抗力とを前記蓄積データとして記録してあり、更に
体の電気的純抵抗力と体の長さとの関係が予め記録されている。
【００２７】
　ここで、上述した本第１の実施形態における基本的な構成内容は、後述する具体例との
関係では、以下に示す点で各機能および構成内容が一致している。
【００２８】
　即ち、上記基本的な内容にあって、入力部を示す信号送信部は図１の出力電極１１ａに
相当し、信号受信部は図１に示す信号検出部４の各受信電極４ａ，４ｂ，４ｃに相当する
。又、発信生成手段は図１乃至図２に示す信号生成出力手段１１に相当し、通電用電極パ
ッドは図１に示す上記信号送信部として又は信号受信部として機能し、図１に開示した出
力電極１１ａ，各受信電極４ａ，４ｂ，４ｃに、それぞれ相当する。
　又、絶縁体による筐体は、図４に示す端末本体２０に相当する。更に、データベースは
、図１乃至図２に開示したデータベース１３に相当する。
【００２９】
　この上述した対応関係に基づいて、前述した基本的な構成を組み込んだ本第１の実施形
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態について、以下詳述する。
【００３０】
　本第１実施形態にかかる位置情報入力装置１は、図１に示すように、導電性物体２の表
面に予め想定して設けた架空のマトリクス状の複数の入力位置３ａ，３ｂ，３ｃ，……，
３ｉを有する情報入力エリア（入力エリア）３と、この情報入力エリア３に対応して前記
導電性物体２上の予め想定した他の箇所に配置され前記各入力位置３ａ～３ｉに相当する
位置に入力される位置決め信号を受信する３個の受信電極４ａ，４ｂ，４ｃを備えた信号
検出部４と、前記想定された架空のマトリクス状の各入力位置３ａ～３ｉに相当する位置
に対して選択的にタッチして、特定された同一の位置決め信号Ｐを投入込する信号投入伝
達手段５とからなる位置信号入力手段６を備えている。ここで、この架空のマトリクス状
の複数の入力位置３ａ，３ｂ，３ｃ，……，３ｉの確かな位置情報は、後述する入力位置
特定手段１２で位置情報として特定されるようになっている。
【００３１】
　ここで、導電性物体２は、電気信号の伝搬を許容する電気抵抗を備えた物体（板状でも
、フィルム状でも、或いは後述する人体の手の甲などの人体の一部でもよい）によって構
成されている。そして、前述した信号検出部４で検出された受信信号は受信回路部４１の
各受信回路４１Ａ，４１Ｂ，４１Ｃで各受信信号毎に雑音が除去されて入力位置特定手段
１２へ送り込まれる。
【００３２】
　上記した信号投入伝達手段５には、周波数の異なる複数の信号を一のグループとした位
置決め信号Ｐを生成し出力する信号生成出力手段１１が併設されている。
【００３３】
　このため、本実施形態にあっては、前記導電性物体２の表面に想定された入力エリア３
の複数の各入力位置３ａ～３ｉの位置情報の入力に際しては、同一レベルの電圧を維持し
て周波数の異なる複数の信号を一のグループとした位置決め信号Ｐをそれぞれ各一の入力
位置３ａ，…，３ｈ，又は３ｉに同一条件で印加して入力すると共に、導電性物体２を介
して伝搬する位置決め信号Ｐを複数の受信電極４ａ，４ｂ，４ｃで位置決め信号Ｓとして
受信し、この周波数の相違で得られるインピーダンスの変化に基づいて入力位置特定手段
１２が、当該位置決め信号Ｓの伝搬経路の抵抗値を算出すると共に、これに基づいて前述
した入力位置３ａ，…，３ｈ，又は３ｉを特定するように構成したので、導電性物体２上
に想定した入力エリア３の複数の各入力位置３ａ，…，３ｈ，又は３ｉは、当該入力エリ
ア３の想定のみで情報入力位置として機能することができる。
【００３４】
　このため、本実施形態にあっては、例えば導電性物体である人体の手の甲であっても何
らの電気的な配線を行うことなく入力操作を行なう入力エリア３として割り当てることが
でき、これがため、機器上の検出部は小さくでも（或いはエリアの特定が無くても）表示
部を大きくして利用することができ、これがため、導電性物体２であれば何処でも大きい
入力エリア３を確保することができる。
【００３５】
　又、詳細は後述するが、受信信号検出部４の各受信電極４ａ，４ｂ，４ｃで受信される
位置決め信号Ｐは、各受信回路４１Ａ，４１Ｂ，４１Ｃで上述したように雑音が除去され
、受信信号Ｓ（実際には後述するように、受信電流ＩＳａ，ＩＳｂ，ＩＳｃ）が入力位置
特定手段１２へ送り込まれる。
【００３６】
　そして、入力位置特定手段１２では、この受信信号Ｓの値に基づいて各入力位置３ａ～
３ｉの内の一の入力位置と前記各受信電極４ａ，４ｂ，４ｃとの間の経路の電気抵抗値を
算定し且つ当該算定された電気抵抗値に基づいて前記マトリクス状の各入力位置の内の一
の入力位置を特定し出力する入力位置特定手段１２を備えている。
　即ち、前述した入力エリア３の各入力位置３ａ乃至３ｉは、それぞれ電気的な配線その
他の構成を一切不要とした状態で入力エリア３のみを区画設定することにより、対応する
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入力位置特定手段１２および信号生成出力手段等が有効に機能して当該入力位置３ａ乃至
３ｉの位置情報を特定し入力することが可能となる。
【００３７】
　この入力位置特定手段１２は、当該入力位置特定手段１２に入力される情報および当該
入力位置特定手段１２で処理の対象となる情報およびその処理結果をそれぞれ記憶するデ
ータベース１３と、これら各情報を表示する情報表示部１４とが併設されている。
　この内、データベース１３には、前記入力位置特定手段１２によって特定される前記各
入力位置３ａ～３ｉとこれに対応して予め特定された外部出力情報とが、対応関係を維持
して予め登録されている。
　このため、前述した経路の電気抵抗値の算定が正確であれば、各入力位置３ａ乃至３ｉ
は有効に捕捉され入力される。
【００３８】
　又、上述した位置決め信号Ｐを生成し出力する信号生成出力手段１１は、前述した位置
決め信号Ｐとして所定周波数の交流信号を生成する信号発振部１１Ａと、この信号発振部
１１Ａで生成される交流信号を前記位置決め信号用に調整し出力する位置決め信号生成出
力部１１Ｂとを備えている。
【００３９】
　この内、信号発振部１１Ａは、周波数の異なる複数の交流信号を前記位置決め信号用と
して順次生成し出力する機能を有している。本実施形態では、図７（Ａ）に示すように五
段階に別れて異なった周波数の交流信号を形成し前述した入力位置特定手段１２に制御さ
れて一定時間毎に順次切り換えて出力し得るように構成されている。
【００４０】
　このため、本第１の実施形態では、一の入力位置にかかる位置情報がインピーダンＺの
関数として五組のインピーダンＺ１　, Ｚ２　, Ｚ３　, Ｚ４　, Ｚ５　の関数を得るこ
とができ、これに基づいて、後述する図１０に示すうように、周波数の変化に応じたイン
ピーダンＺの軌跡を得ることができる。尚、図１０では一の位置決め信号Ｐで周波数の変
化を７段階とした場合が例示されている。
【００４１】
　又、前記入力位置特定手段１２は、図２に示すように、上述した各受信電極４ａ，４ｂ
，４ｃを介して受信される周波数の異なる複数の位置決め信号ａ，ｂ，ｃの電流値に基づ
いて、前記各入力位置３ａ～３ｉと前記各受信電極４ａ，４ｂ，４ｃとの間に介在された
前記導電性物体２上の前記位置決め信号Ｐが通過する経路部分の電気抵抗値（経路抵抗値
）を、周波数毎にそれぞれ算定する経路抵抗算定部１２Ａを備えている。
【００４２】
　この入力位置特定手段１２は、具体的には、上記経路抵抗算定部１２Ａと、この経路抵
抗算定部１２Ａで算定された経路抵抗値に基づいて前記マトリクス状の複数の入力位置３
ａ～３ｉから当該経路抵抗値にかかる入力位置を特定する入力位置特定部１２Ｂと、これ
ら各部の動作を制御する主制御部１２Ｃとを含んで構成されている（図２参照）。
　このため、各構成部分は、後述するように当該主制御部１２Ｃに制御されて有効に機能
するようになっている。
【００４３】
　ここで、上記経路抵抗算定部１２Ａは、詳細は後述するが、前記位置決め信号出力部で
ある信号生成出力手段１１の前述した位置置決め信号の出力段における出力電圧ＥＳ　（
図２参照）を入力すると共に、当該出力電圧ＥＳ　と前記各受信電極４ａ乃至４ｃを介し
て受信される周波数の異なる複数の位置決め信号の受信電流ＩＳａ，ＩＳｂ，ＩＳｃとに
基づいて、それぞれ周波数毎にインピーダンスを算定する機能を有している。そして、こ
の算定された前記各インピーダンスＺ１　, Ｚ２　, Ｚ３　　に基づいて周波数零の場合
の純抵抗値を算定し、これを前記各入力位置３ａ～３ｉと前記受信電極４ａ乃至４ｃとの
間の伝搬経路Ｌ１　,
Ｌ２　, Ｌ３　　上の電気抵抗（経路抵抗値）とする経路抵抗特定機能を備えている。
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【００４４】
　又、上述した受信電極４ａ，４ｂ，４ｃは、本第１実施形態では、図１に示すように所
定間隔Ｄを隔てて三個の受信電極４ａ乃至４ｃを装備した場合を例示した。
　この場合には、この３個の各受信電極４ａ乃至４ｃに受信される同一の周波数の位置決
め信号ａ，ｂ，ｃによって算定される異なった３個の経路抵抗値に基づいて当該各経路抵
抗値にかかる共通の一の入力位置３ａ～３ｈ又は３ｉが特定される。これについては、そ
の具体的な入力位置の特定については後述する。
【００４５】
　又、上述した受信電極が所定間隔Ｄを隔てて４ａ，４ｃの二個装備された場合（図１で
受信電極４ｂを削除した場合）には、この２個の各受信電極４ａ，４ｃに受信される同一
の周波数の位置決め信号によって算定される異なった２個の経路抵抗値に基づいて当該各
経路抵抗値にかかる共通の一の信号入力位置が特定される。
　ここで、この受信電極４ａ乃至４ｃについては、１個でも、２個でも或いは４個以上で
あってもよい。
【００４６】
　次に、前述した導電性物体２として、図３に示すように、人体（オペレータ）の一方の
手の一部（具体的には人体の一方の手の甲部分２Ａ）により構成した場合の例について説
明する。
【００４７】
　この場合、前述した信号投入伝達手段５としては、図１では導電性部材からなるタッチ
部材５Ａを使用した場合を例示したが、ここでは、タッチ部材５Ａを前記人体の他方の手
の親指と人指し指とを含む指タッチ入力部５Ｂにより構成する場合を例示する。
　そして、前記人体の一方の手の一部上に想定した情報入力エリア３の各入力位置３ａ～
３ｉに対し、前記信号投入伝達手段５である指タッチ入力部５Ｂを当接することにより、
前記信号生成出力手段１１から出力される位置決め信号を、各入力位置３ａ～３ｉに個別
に且つ容易に、そして迅速に投入可能な構成となっている。
【００４８】
　更に、本第１実施形態では、図３に示すような使用状態の設定に際しては、前述した信
号投入伝達手段５（指タッチ入力部５Ｂ）を構成する前記人体の他方の手の人指し指と前
記各入力位置３ａ～３ｉとの間の接触抵抗値と、前記信号生成出力手段１１の出力段に予
め装備された出力電極１１ａと前記親指との接触抵抗とが、予め測定されて前述したデー
タベース１３に記憶されている。
【００４９】
　そして、前述した入力位置特定手段１２における前記純抵抗の算定に際しては、算定さ
れた前記純抵抗値から前記各接触抵抗値が減算され、その結果が前記電気抵抗（経路抵抗
値）として取り扱われるようになっている。
【００５０】
　又、本第１実施形態では、前述したように、導電性物体２を人体の一方の手の一部（人
体の一方の手の甲２Ａ部分）にて構成した場合を例示し、前記受信電極４ａ乃至４ｃ及び
入力位置特定手段１２を含む他の信号処理系を全体を、図４に示すように腕輪状保持ベル
ト２１に搭載した。
【００５１】
　更に、前述した受信電極４ａ乃び４ｃを前記腕輪状保持ベルト２１の裏面側に、又受信
電極４ｂを端末本体の裏側に、それぞれ前記人体の腕に直接当接する状態に装備すると共
に、前記信号生成出力手段１１の出力段に予め装備した出力電極１１ａを前記腕輪状保持
ベルト２１上の外面部分に装備した。この出力電極１１ａは前述したように信号生成出力
手段１１の出力を信号投入伝達手段５に伝達するためのものである。
【００５２】
　次に、上記第１実施形態の内容について、更に具体的に説明する。
　本第１の実施形態における位置情報入力装置（以下、端末という）１は、前述した図３
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に示すように、例えば、腕時計のように腕に巻きつけるようにして人体の一部に接してい
て、入力のために入力操作側の手の親指を端末の一部に接触させた状態で、人差し指を使
い、指タッチ入力部５Ａを当該端末１を保持しているからだの一部に接触させることによ
り入力を行なわれる。
　具体的には、本実施例では腕時計型の端末１において、図３に示すようにベルトの部分
にある第１の信号発信部である出力電極１１ａに親指を接触させた状態で、人差指の動作
による入力となる。
【００５３】
　この位置情報入力装置（端末）１は、図１に示すように、入力動作である接触を検出す
るために、電気的な信号を送信を行なうための出力電極１１ａと、導電性物体２内を伝搬
してくる位置決め信号Ｐを受信する前述した３個の受信電極４ａ乃至４ｃで構成され、そ
の信号状態を検出データＳとして出力する受信回路部４１とを備えている。
【００５４】
　更に、この位置情報入力装置１は、前述したように、電気的な交流信号を生成し前述し
たように出力電極１１ａに向けて、その出力の時間的タイミングと生成した信号の状態と
を加味した生成出力信号Ｐとして出力する信号生成出力手段１１を有し、前記検出データ
Ｓを受けると、体の骨，筋肉，腱，関節，皮膚，血液など身体的電気特性を考慮して当該
検出データＳ及び前述した生成データＰと予め設定されているデータベース１３に蓄積し
た蓄積データとを参照することで、接触位置を特定し且つその位置を入力位置情報ｅとし
て出力する入力位置特定手段１２を備えている。
【００５５】
　又、本実施形態にかかる位置情報入力装置１は、前述したように、上記入力位置情報ｅ
を受けてその位置に割り当てられた所定の記号やデータ及び機能を表示する情報表示部１
４を備えて構成されている。
　ここで、上記入力位置情報ｅは情報処理システム全体（図示せず）の内の情報処理部５
０へ送り込まれるようになっている。
【００５６】
　図３に示すように、機器を巻きつけ保持している手の甲２Ａ上には、入力位置を区別す
るための入力エリア（情報入力エリア）３が想定された状態で配置されている。この入力
エリア３は、各領域を区別するために表現しているもので、皮膚表面に部材が付着してい
るものではない。入力エリア３には、例えば文字入力に必要な各子音［あ］番～［わ］番
の記号が割り当てられている。
【００５７】
　入力操作側の親指２Ｂと端末１が接している部分には電気的な信号を発信するための出
力電極１１ａが配置されている。また、入力した情報を基にデータや機能を表示するため
の情報表示部１４が図３に示すように腕時計式の端末１の表面に配設されている。
【００５８】
　図４（Ａ）に、位置情報入力装置（端末）１の詳細を示す。この図４は端末１を巻きつ
けている腕を透した入力部１０を表しており、端末１の裏側で腕面と接している部分には
電気的な信号を受信するための受信電極４ａ，４ｂ，４ｃが三点配置されている。又、端
末１の表面には、前述したように出力電極１１ａが配置されている。
【００５９】
　図４（Ｂ）は、入力部１０の詳細構造を示す断面図である。この図４（Ｂ）は腕２部分
に直交する方向の断面図で手の甲の側からみたものである。この図４（Ｂ）を参照すると
、操作者の指先が機器に接触する電極パットとしての出力電極１１ａがある。この電極パ
ットとしての出力電極１１ａは、Ａg ／ＡgCl 電極等、皮膚と電極端子との接触抵抗を抑
え微弱電流を検出できるもので、人との親和性を考え透湿性・伸縮性の優れたものが使用
されている。
【００６０】
　又、人と接する筐体（端末本体）２０部分には電気信号を通さない絶縁体２２と、上部
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電極パットとしての出力電極１１ａに電気信号を送信する電圧生成回路としての信号生成
出力手段１１と、受信電極４ａ，４ｂ，４ｃで受信される電気信号に基づいて当該受信信
号にかかる電圧値および電流値を検出するための電圧計２４と電流計２５とが、配線基板
２６上に実装されている。
【００６１】
　図５は入力部１０の電気回路図である。この図５を参照すると、入力部１０は、電極パ
ットである信号出力部１１ａと受信電極４ａ乃至４ｃの内の同じく電極パットである受信
電極４ａとに、電流量を計測するための直列につながれた電流計２５と、信号が伝搬する
人の甲部分に加えられる電圧（入力位置と受信電極との間に印加される信号生成出力手段
１１の出力電圧）を計測するために信号生成出力手段１１に並列につながれた電圧計２４
とを含んで構成されている。
【００６２】
（動作説明）
　次に、上記第１実施形態の全体の動作等について説明する。
【００６３】
　まず、導電性物体（人体の手の甲）２の表面に想定された入力エリア（情報入力エリア
）３の複数の入力位置３ａ～３ｉの一つに信号投入伝達手段５（指タッチ入力部５Ａ）を
介して印加された特定の位置決め信号であって周波数の異なる複数の信号を一のグループ
とする同一電圧から成る交流電気信号Ｐは、前記導電性物体２上の他の箇所で例えば三個
の検出電極４ａ～４ｃによって位置決め信号Ｓとして検出される（ステップＳ１１／位置
決め信号検出工程：第１の工程）。
【００６４】
　続いて、この検出された位置決め信号Ｓが通過した前記導電性物体２上の伝搬経路Ｌ１

　，Ｌ２　，Ｌ３　（例示的には図１２参照）に対応したインピーダンスＺ（周波数の異
なるインピーダンスＺ１　，Ｚ２　，Ｚ３　）が、それぞれ当該各受信電極４ａ～４ｃ毎
に得られる受信信号の電流値および前記印加電圧値（同一電圧）に基づいて入力位置特定
手段１２の経路抵抗算定部１２Ａで演算される（ステップＳ１２／受信インピーダンス演
算工程：第２の工程）。
【００６５】
　同時に、この経路抵抗算定部１２Ａでは、上記演算により得られる周波数毎の前記伝搬
経路Ｌ１　～Ｌ３　の各インピーダンスＺ（Ｚ１　～Ｚ３　）に基づいて当該経路Ｌ１　

～Ｌ３　の純抵抗値Ｒ（経路抵抗値Ｒ１　，Ｒ２　，Ｒ３　）が算定される（ステップＳ
１３／経路抵抗算定手段：第３の工程）。
【００６６】
　そして、前述した入力位置特定手段１２の入力位置特定部１２Ｂは、この算定された経
路抵抗値Ｒ１　，Ｒ２　，Ｒ３　に対応した入力位置（先のタッチ位置）にかかる位置情
報を、前記各入力位置にかかる経路抵抗値として予め記憶されているデータベース１３の
対応リストから取り出して、対応する入力情報と共に所定の情報処理装置５０へ出力され
る（ステップＳ１４／位置情報出力工程：第４の工程）。
【００６７】
　ここで、前述した第１の工程（ステップＳ１１／位置決め信号検出工程）の前工程とし
て、異なった周波数の同一電圧からなる交流電気信号が信号生成出力手段１１で予め生成
され且つ位置決め信号Ｐとして何時でも出力可能な状態に設定されており、前述した制御
部１２Ｃに制御されて出力電極１１ａに向けて出力されるようになっている。
【００６８】
　又、前記第１の工程では、前述したように、導電性物体を人体の一方の手の一部（手の
甲）により構成すると共に、この手の甲の上に入力エリア３を想定するようにした。
【００６９】
　更に、前述した第３の工程では、前記導電性物体２上を伝搬してきた経路の純抵抗（経
路抵抗値Ｒ１　，Ｒ２　，Ｒ３　）の算定に際しては、前工程で特定され周波数毎に成立
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する経路インピーダンスＺにかかる複数の関数に基づいて当該導電性物体上の伝搬経路Ｌ

１　，Ｌ２　，Ｌ３　）のリアクタンス成分Ｘと純抵抗成分Ｒとを予め設けた入力位置特
定手段１２で演算し当該純抵抗成分（経路抵抗値Ｒ１　，Ｒ２　，Ｒ３　）を前記電気抵
抗値として特定する構成とした。
【００７０】
　以下、これら各工程の内容およびその信号伝搬経路の周辺の技術的な環境等について、
更に具体的に説明する。
【００７１】
　前述した全体動作と一部重複するが、図６に示すように、本第１実施形態にかかる位置
情報入力装置１は、まず、ステップＳ１０１で、信号生成出力手段１１では位置決め信号
Ｐを生成し出力すると共に、出力電極１１ａに対して、当該位置決め信号Ｐを送り込む。
【００７２】
　同時に、機器を保持している一方の手２の甲２Ａ部分の情報入力エリア３の内の特定の
入力位置（例えば３ａ）に当該位置決め信号Ｐを送り込む為に、他方の手の指（指タッチ
入力部５Ａ：図３参照）にて、出力電極１１ａと前記特定の入力位置３ａに対して同時に
接触動作を実行する。この結果、この特定の入力位置３ａから手の甲２Ａ部分に当接装備
されている受信電極４ａ，４ｂ，４ｃに向けて位置決め信号Ｐが電気的に出力される（Ｓ
１０１）。
【００７３】
　次に、ステップＳ１０２では、信号受信部４（各受信電極４ａ，４ｂ，４ｃ）で、前述
した出力電極１１ａから指タッチ入力部５Ａを介して各入力位置３ａ～３ｉへ送られた位
置決め信号Ｐがオペレータのからだ（手の甲２Ａ）を通して伝わった電気信号として検出
される（Ｓ１０２）。
【００７４】
　又、ステップＳ１０３では、入力位置特定手段１２が機能して予めデータベース１３に
保存されている第１の蓄積データ１３ａを参照することにより、入力エリア３の位置と関
連付けて、どの入力位置が選択されているかの特定を行ない、特定の一の入力位置（例え
ば、入力位置３ａ）に対して第１の入力情報特定データｅとして出力する（Ｓ１０３）。
【００７５】
　そして、ステップＳ１０４では、特定された一の入力位置に対応して予めデータベース
１３に記憶されている対応する記号やデータ或いは機能内容を表示する（Ｓ１０４）。
【００７６】
　次に、上述した各ステップＳ１０１乃至１０４の動作内容を更に具体的に説明する。
　この第１実施形態では、上述したように人体を電気導電体として取り扱っており、電気
的インピーダンス特性（実際には純抵抗）を計測することにより機器への入力に利用する
構成となっている。
【００７７】
　ここで、人体の電気的インピーダンスＺには、前述したように、実際には抵抗成分Ｒと
容量成分Ｘがあり、接触位置は、前述したように抵抗成分Ｒを計測することにより人体内
の電気信号の伝達経路長が求まることからその位置を特定することが可能となる。一方、
電気信号としては直流を使用しても良いが、人体は電気的抵抗が高く又静電容量も高いた
め、本第１実施形態では交流電流を用いて純抵抗成分の計測を行い、この純抵抗成分にこ
れに基づいて入力位置の特定を行なう。
【００７８】
　図７（Ａ）（Ｂ）は、信号生成出力手段１１の信号発振部１１Ａで生成され発振される
交流信号の内容の一例を示す。
　まず、前述した図６のステップＳ１０１では、信号発振部１１Ａで生成され発振される
交流信号は正弦波である。各周波数での電気的インピーダンスを算出するために、図７（
Ａ）に示すように、信号生成出力手段１１では前述した主制御部１２Ｃに制御されて先ず
一定の時間で特定の周波数の交流電気信号を生成し、次に、一定の時間ごとに順に発振周
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波数を変化させる。
【００７９】
　ステップＳ１０２では各周波数発信時の人体を伝達した信号が前述したように受信電極
４ａ，４ｂ，４ｃで受信され、前述したように入力位置特定手段１２では信号受信回路４
１を介して入力された受信信号から電流値が特定され、前述した信号生成出力手段１１よ
り当該受信信号にかかる電圧値を取得する。
【００８０】
　図７（Ｂ）は、入力位置特定手段１２における動作の一例を示すフローチャートである
。
　この図７（Ｂ）を参照すると、まず、ステップＳ２００で、入力操作開始の検出を行う
。ステップＳ１０１では発信生成手段１１により発信信号生成を行う前に、発信生成手段
１１の出力開始のトリガをステップＳ２００で判断する。第１の信号発信部である出力電
極１１ａでは第１の信号受信部である受信電極４ａに対し、一定の電位を持ち、操作する
手の親指が第１の信号発信部である出力電極１１ａに接触することにより、操作を開始す
ることを、受信電極４ａでの電位が出力電極１１ａに近づくことを検出することで入力操
作の開始が検出される。ここで、操作する側の親指で端末の一部に接触することは、電気
的な閉回路を作り出すために必要な行為であり、他にも下記のような利点が存在する。
　１つ目は出力電極（第１の信号発信部）１１ａや受信電極（第１の信号受信部）４ａに
おける電極部分と皮膚と接触状態の安定化である。本実施形態のように腕型であり、体に
巻き付ける形で体と接している場合には接点を安定化するために締め付けを行うと操作者
に余計な締め付け圧を加えてしまい使いづらいと同時に、逆に締め付けが緩い状態では接
点状態が不安定で、電気的な値がとれないという問題がある。この点に関しては、入力操
作をする際に出力電極（第１の信号発信部）１１ａを上から押し付けて接点を安定化する
ことは、より安定した電気的信号がとりやすいメリットがある。
　２つ目は操作時以外に余計なエネルギを消費しない点である。本実施形態のように腕時
計型の場合、端末以外からエネルギを取得できないため、端末サイズに依存し充電池の容
量が制限されてしまうため、省エネルギ化は重要である。この点で、入力操作以外の時に
発信生成手段である信号生成出力手段１１の処理動作により出力電極（第１の信号発信部
）１１ａを動作させないことは省エネルギ化に向けて有効に機能する。
　３つ目は入力操作と単なる体の触れ合いとの切り分けが可能になる点である。単に体の
一部である入力エリア１０に接触したことを入力として判断を行うと、拍手など入力とは
関係ない動作を入力としてとらえ、機器の誤操作につながる問題がある。この点で、出力
電極（第１の信号発信部）１１ａに接触しているときのみ入力操作時として判断すること
は入力操作と単なる動作との切り分けとして明示的であり、操作者が理解しやすい。
　前述したように、図７（Ｂ）は図６に示すステップＳ１０３の詳細内容の例を示す。こ
の図７（Ｂ）を参照すると、ステップＳ１０３の詳細を表しているステップＳ２０１では
電流計１５と電圧計１４を用い、各周波数でのインピーダンス（Ｚ１　，Ｚ２　，Ｚ３　

）が算出される。
【００８１】
　ここで、人体細胞とその電気特性について略述する。人体の細胞の電気的等価回路とし
てはＨayden のモデルを利用する。
　図８に示すように、人体の細胞は、その電気抵抗力は細胞の外部と内部でそれぞれ異な
り、外液抵抗２１と内液抵抗２２に分けられる。又、細胞の外部と内部の境界面である細
胞膜には、膜抵抗２３Ａと膜容量２３Ｂがある。膜抵抗２３Ａと膜容量２３Ｂとは、電気
的な並列回路として見なすことができ、内液抵抗２２は細胞膜に対し直列回路と見なすこ
とができる。また、外部抵抗２１はこれら内部抵抗２２に対し並列回路と見なすことがで
きる。
【００８２】
　人体細胞の電気的な等価回路を図９（Ａ）（Ｂ）に示す。この図９（Ａ）は、図８で表
した人体細胞の電気特性を電気的な等価回路で置き換えたものである。ここで、外部抵抗
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２１をＲｅ　、内液抵抗２２をＲｉ　、膜抵抗２３ＡをＲｍ　、膜容量２３ＢをＣｍ　と
する。
　図９（Ｂ）は、図９（Ａ）の等価回路を更に簡易化したものである。膜抵抗２３Ａであ
るＲｍ　は抵抗値が非常に高いため、簡易化した等価回路を利用することができる。
【００８３】
　図１０は各周波数での電気的インピーダンスを表した図である。図９（Ｂ）に示す電気
的等価回路における各周波数での電気インピーダンスは、横軸を抵抗的成分であるＲ、縦
軸を負の容量的成分であるＸとするCole-Cole プロットである。
【００８４】
　ここで、電気インピーダンスＺは、Ｚ＝Ｒ＋ｊＸ、として表した際、その周波数の変化
に伴う電気インピーダンスＺの位相変化を円弧上に表すことができ、実数軸との交点で、
周波数を０とした時、実数軸成分の大きい点で交わり、周波数を無限大とした時、実数軸
成分の小さい点で交わる。
【００８５】
　具体的には、前述した図７（Ｂ）のステップＳ２０１により算出された各周波数でのイ
ンピーダンスＺをプロットし、円弧へのモデルフィッティングを行なう。モデルフィッテ
ィングには実測値から最小二乗法により最もモデルと実測値との誤差が少ない円弧の関数
を算出する。
【００８６】
　前述した図７（Ｂ）を参照すると、この図７（Ｂ）のステップＳ２０３では、周波数を
０とした時の抵抗成分である人体の純抵抗値を算出する。ステップＳ２０２で求めた円に
おける実数軸と交点から純抵抗値を算出する。
　そして、図７（Ｂ）のステップＳ２０４では人体の算出された純抵抗値を基づいて接触
位置である入力エリア３上の入力位置３ａ～３ｉに何れかである特定の入力位置を算出す
る。
【００８７】
　接触位置と電気的抵抗値との関係の一例を図１１に示す。図１１（ａ），図１１（ｂ）
，図１１（ｃ）に示すように、入力エリア３上の入力位置が例えば受信電極４ａから遠く
なると、その抵抗値は距離に比例し大きくなる。また、その際に検出される電気抵抗値に
ついては、図１１（ａ）では、以下の如く設定した。
【００８８】
　即ち、信号受信部４ａに入力操作をする場合、この信号受信部４ａと人差し指によりタ
ッチされる入力位置３ａ（仮に設定／入力位置３ａ～３ｉの内ならどれでもよい）までの
抵抗値をＲ１　とし、入力操作する人差し指の先端から出力電極１１ａにタッチする親指
の先端迄の抵抗値をＲＲ　とし、二箇所の接触部分での接触抵抗の合計をＲＴ　とすると
、その合計の抵抗値ＲＡ　は、ＲＡ　＝Ｒ１　＋ＲＲ　＋ＲＴ　となる。
　同様に、図１１（ｂ）では、ＲＢ　＝Ｒ２　＋ＲＲ　＋ＲＴ　、図１１（ｃ）では、Ｒ

Ｃ　＝Ｒ３　＋ＲＲ　＋ＲＴ　である。
【００８９】
　ここで、入力位置から第１の信号受信部３までの距離を算出するため、入力操作側の人
差し指の抵抗値であるＲＲ　と、接触抵抗力ＲＴ　を減算する必要がある。そこで、予め
受信電極
４ａを接触した際の接触抵抗値であるＲＲ　＋ＲＴ　をデータベース１３に記録しておき
、最後に減算する。
【００９０】
　図１２は平面上の接触位置の特定の例を表す説明図である。図１および図３に示すよう
に、本実施形態にあっては距離Ｄの等間隔をもって三つの受信電極４ａ．４ｂ，４ｃが入
力エリア３に向けて横一列に配置されている。符号Ｕは図３に示す人指し指が前述した入
力エリア３の例えば「あ」にタッチした位置を示す。
【００９１】
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　そして、この各受信電極４ａ．４ｂ，４ｃによって各別にそれそれ順次検出される周波
数の異なった受信信号のよる位置決め信号Ｓに基づいて、当該位置決め信号Ｓにかかる信
号電圧ＥＳ　および信号電流ＩＳａ，ＩＳｂ，ＩＳｃより先ず、前述した位置入力特定手
段では、各信号電流毎に、周波数の対応したインピーダンスＺ１　，Ｚ２　，Ｚ　３が算
定される。
　続いて、この算定された上記インピーダンスＺ１　～Ｚ　３に基づいて、抵抗値ＲＬ１

、ＲＬ２、ＲＬ３が特定される。かかる演算は入力位置特定手段１２の経路抵抗算定部１
２Ａで実行される。
【００９２】
　次に、この抵抗値ＲＬ１、ＲＬ２、ＲＬ３に対応した距離Ｌ１　，Ｌ２　，Ｌ　３が前
述したデータベース１３から引き出され、受信電極４ａ，４ｂ，４ｃの相互間の距離Ｄを
基準として前記タッチ位置「あ」までの距離である接触位置Ｕ迄の距離が算出され、これ
によって、当該「あ」の位置情報が外部出力される。かかるデータ処理は入力位置特定手
段１２の入力位置特定部１２Ｂで実行される。
　ここで、本第１実施形態では、図１及び図３に示すように、入力エリア３を文字入力に
必要な「あ」番～「わ」番に割り当てたが「＊」番、「＃」番、などの記号、「Ａ」～「
Ｇ」といった英字、「０」～「９」といった数字、クリアキー、決定キーなどを割り当て
てもよい。また、接触位置が特定可能なため、タッチパットのようなマウス操作の位置特
定として利用してもよい。又、入力部１０の構成として、端末本体２０の裏側で腕表面と
接してる部分に信号受信部である信号検出部４の受信電極４ａ，４ｂ，４ｃを三点配置し
たが、これを二点とし、算出される抵抗値ＲＬ１，ＲＬ２に対する接触位置のテーブルを
データベースに予め保有するように構成してもよい。
　また、前述したステップＳ２００において入力操作開始の検出を行うのに、本実施形態
では、第１の信号発信部である出力電極１１ａから第１の信号受信部である受信電極４ａ
までの電位の変化により入力操作の開始を検出するようにしたが、受信電極４ａ（第１の
信号発信部）を触ることにより、機械的に通電を開始するスイッチを設けるように構成し
ても良い。
【００９３】
（制御動作のプログラム化）
　ここで、上述した各構成部分の動作については、その何れも前述した主制御部１２Ｃの
指令に基づいて実行されるようになっている。このため、上述した各工程における動作内
容については、その制御動作部分をプログラム化して当該主制御部１２Ｃが備えているコ
ンピュータに実行させるように構成してもよい。
【００９４】
　この場合、例えば信号検出動作，経路インピーダンス算出動作，経路抵抗値算定動作、
及び位置情報出力制御操作については、下記のようにコンピュータに実施可能にプログラ
ム化が可能となっている。
【００９５】
　即ち、導電性物体の表面に設置されたマトリクス状の複数の入力位置の一つに信号投入
伝達手段５（５Ａ）を介して印加された特定の位置決め信号であって周波数の異なる複数
の信号を一のグループとする同一電圧から成る交流電気信号Ｐが、前記導電性物体上の他
の箇所で位置決め信号Ｓとして検出された場合にこれを入力し位置決め信号として特定す
る検出信号処理機能、この検出された位置決め信号Ｓが通過した前記導電性物体２上の伝
搬経路Ｌ１　，Ｌ２　，Ｌ３　の各インピーダンスＺを、当該受信信号にかかる電流値お
よび前記同一電圧の印加電圧値に基づいて演算する経路インピーダンス算出機能、この演
算により得られる周波数毎の前記伝搬経路のインピーダンスＺ１　，Ｚ２　，Ｚ３　に基
づいて当該経路の純抵抗値（経路抵抗値）Ｒを算定する経路抵抗値算定機能、この算定さ
れた経路抵抗値Ｒに対応した入力位置を、前記各入力位置にかかる経路抵抗値として予め
記憶されたデータベースの対応リストから取り出して所定の情報処理装置５０へ向けて出
力する位置情報出力制御機能、をプログラム化しコンピュータに実行させるようにしても
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よい。
【００９６】
　この場合、前述した経路抵抗値算定機能にあっては、前記導電性物体２上を伝搬してき
た経路の純抵抗Ｒの算定に際しては、周波数毎に成立する前記経路インピーダンスＺ１　

，Ｚ２　，Ｚ３　にかかる複数の関数に基づいて当該導電性物体上の伝搬経路のリアクタ
ンス成分Ｘと純抵抗成分Ｒとを演算し当該純抵抗成分Ｒを前記電気抵抗値として特定する
構成としてもよい。
【００９７】
（入力エリアの記号等）
　本第１実施例では、入力エリア３については、文字入力に必要な［あ］番～［わ］番に
割り当てたが、［＊］番、［＃］番など記号、［Ａ］～［Ｚ］といった英字、［０］～［
９］といった数字、クリアキー、決定キーなどを割り当てても良い。
　また、接触位置が特定可能なため、タッチパットのようなマウス操作の位置特定として
利用しても良い。
【００９８】
　また、入力部１０の構成として、端末１の裏側で腕表面と接している部分に三点の受信
電極４ａ，４ｂ，４ｃを配置した場合を例示したが、二つの受信電極４ａ，４ｂを配置し
、前述したデータベース１３のテーブルには、算出されるＲＬ１、ＲＬ２に対する接触位
置のテーブルを保有するように構成してもよい。
【００９９】
　ここで、上記第１の実施形態にあっては、複数の入力位置をマトリクス状とし、これを
前記人の手の甲に設置した場合を想定して人体の一部の抵抗値を測定する場合を例示した
が、これはあくまで例示であって、例えば図１において、あ，か，さの複数からなる一列
の入力位置を想定し、この想定された各入力位置と受信電極との間の抵抗値を測定しこれ
を位置特定情報して使用するように構成してもよい。
（第１実施形態の効果）
　本発明にかかる第１の実施形態は、以上のように、導電性物体２の表面に設定した入力
エリア３の複数の各入力位置３ａ～３ｉの位置情報の入力に際しては、同一レベルの電圧
を維持して周波数の異なる複数の信号を一のグループとした位置決め信号Ｐをそれぞれ各
一の入力位置に同一条件で印加して入力すると共に、導電性物体を介して伝搬する位置決
め信号を複数の受信電極で受信し、この周波数の相違で得られるインピーダンスの変化に
基づいて入力特定手段が、当該位置決め信号の伝搬経路の抵抗値を算出すると共にこれに
基づいて前述した入力位置を特定するように構成した。
【０１００】
　このため、導電性物体に想定された入力エリアの複数の各入力位置は、当該エリアの想
定のみで情報入力位置として機能させることができ、このため、例えば導電性物体である
人体の手の甲であっても何らの電気的な配線を行うことなく入力操作を行なう入力エリア
として割り当てることができ、これがため、機器上の検出部は小さく表示部を大きくして
利用することができ、これがため、導電性物体であれば何処でも大きい入力エリアを確保
することができるという優れた位置情報入力装置、位置情報入力方法、および位置情報入
力処理プログラムを提供することができる。
【０１０１】
　本第１の実施形態は、上述したように構成され機能するので、これによると、入力をす
るために端末１を保持している人体に接触をすると、人体と接している端末１から電気信
号を発信し、更に人体の内部を伝達した電気信号を検出することで、その身体的電気特性
を計測し、その入力接触位置（入力位置３ａ～３ｉの何れか）が特定できることで、端末
１と接触する人体の一部に入力操作を行なう入力エリア３を割り当てることができ、機器
上の検出部は小さく表示部を大きくすることができ、更には人体に割り当てた大きい入力
エリア３を確保することができる。
【０１０２】



(18) JP 5375828 B2 2013.12.25

10

20

30

40

50

　更に、本実施例では、入力エリア３が大きく、選択や決定といった操作が理解しやすい
ことである。入力エリア３を小さくするために一つの入力エリアに複数の機能を割り当て
、各機能を、操作する手順や組み合わせにより選択する公知例に比べ、各々の機能を大き
い入力エリア３へ割り当てが可能であるため、操作がしやすい。
【０１０３】
　又、他の効果としては、入力エリア３が大きく、選択や決定といった操作がしやすいこ
とである。他の関連技術にあるように、機器上に入力エリアを設けそのサイズを小さくす
ることに比べ、十分に大きな入力エリア３を取ることが可能であるため、オペレータによ
る入力のための位置決めがしやすく、入力ミスの低減や入力時間の削減の効果がある。
【０１０４】
　更に、本第１実施形態では、入力エリア３が大きいことから、手書き文字入力のような
操作に適していることである。例えば、各機器に、面に接触することでポインティングや
スクロール操作をするデバイスを装備してそのサイズを小さくすることに比べ、入力を検
出する検出部（受信電極）は小さいが、入力を行なう入力エリア３は大きく取ることが可
能であるため、スクロールを伴い、大きい操作領域が必要な操作や、入力の開始位置を絶
対位置で指定する操作に適している。
【０１０５】
　又、本第１実施形態では、入力の確認性が高いことである。入力が行なわれたことが、
からだに接触されたことにより感じ取ることができるため、どこの位置への入力を行なっ
ているのかを操作部分を見ることなく確認することができる。
【０１０６】
　更に又、体に位置検出のための部材を巻きつける煩わしさがないことである。入力を検
出する検出部は、機器と人体との接触部分だけにあり、可搬性にも優れる。
　これらの各利点は、入力部１０のみを機器と接触する人体の一部（例えば、手の甲）に
設けることで改善させたためである。
　更に、本発明にかかる上記第１実施形態における入力動作として、端末の一部に接触し
た状態でのみ、からだに割り当てられた入力エリアへの接触を入力として判定し、検出処
理を行う。これにより以下の効果がある。
　第１の効果は、機器側で電気的な信号を取得する電極部分と皮膚と接触状態の安定化で
ある。端末の一部に接触することで、接点部に自然と圧が加わるため、接点状態が安定に
なり、より正確な値を取得可能になる。
　第２の効果は、操作時以外に余計なエネルギを消費しない点である。端末の一部に接触
した時のみ入力を検出することから、入力操作以外の時に操作を識別するための処理や動
作を行わず、省エネルギとしてのメリットがある。
　第３の効果は、入力操作と単なる体の触れ合いとの切り分けが可能になる点である。端
末の一部に接触した時のみ入力を検出することから、操作者が入力してからだに割り当て
た入力エリアへの接触を行ったことと、ただ単に拍手など、入力とは関係のない人として
の動作を切り分けることが可能になるため、機器の誤操作の問題がなくなる。
　上記３つの効果の理由は、入力として端末の一部へ接触している状態でのみ、入力エリ
アへの接触を入力とすることによる。
【０１０７】
［第２実施形態］
　次に、本発明の第２の実施形態を、図１３乃至図１４について説明する。
　この第２の実施形態では、電極パット１０としての出力電極を二個設けた点に問い区長
を有する。これは、人体と接触する部分の接触抵抗の影響を少なくなるようにしたもので
ある。
【０１０８】
　まず、前述した第１の実施形態（図１）では、出力電極１１ａと複数の受信電極４ａ，
４ｂとの対応関係にあっては、受信電極３ａが入力位置信号を検出すると検出データであ
る信号電流ＩＳａ，ＩＳｂを出力し、この検出データ（信号電流ＩＳａ，ＩＳｂ）を受け
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取ると、入力位置特定手段１２はデータベース１３内の蓄積データ１３ｃを参照して入力
位置を推定するようになっている。
【０１０９】
　一方、この第２の実施形態では、図１３に示すように、入力位置信号の検出に際しては
、複数の出力電極１１ａ，１１ｂ，１１ｂ，１１ｂと複数の受信電極４ａ，４ｂ，４ｂ，
４ｂとを用いて行われ、受信電極４ａ，４ｂ，４ｂ，４ｂが入力を検出すると、電極パッ
ト１０で或る当該受信電極４ａ，４ｂ，４ｂ，４ｂと人体とが接触する部分の接触抵抗を
含まない検出データｆ（信号電流ＩＦａ，ＩＦｂ１　，ＩＦｂ２　，ＩＦｂ３　）を出力
し、この検出データｆを受け取ると、入力位置特定手段１２はデータベース１３内の蓄積
データ１３ｇを参照して入力位置を推定するように構成されている。
【０１１０】
　図１４（Ａ）（Ｂ）は入力部の一例を表した図である。この図に示すように出力電極部
としては四つの出力電極１１ａ，１１ｂ，１１ｂ，１１ｂを有し、受信電極としては四つ
の受信電極４ａ，４ｂ，４ｂ，４ｂを備えている。
　ここで、入力操作の開始は、第２の第一信号受信部である受信電極４ａに対する発信側
の第２の第一信号発信部である出力電極１１ａを、操作者の親指が接触することによって
通電することで、判断する。
　そして、端末１の表面にて操作する親指と接触する部分には、図１４に示すように、一
方の出力電極１１ａと受信電極４ａとが並んで配置されており、端末１の裏側で腕２の表
面と接している部分には、他方の出力電極１１ｂと受信電極４ｂとが並んで配置されてい
る。
【０１１１】
　ここで、他方の出力電極１１ｂと受信電極４ｂとによる組み合わせは端末１の裏側の腕
表面と接している部分に、前述した第１実施形態の場合と同様に三箇所に配設されている
（図１４（Ａ）では一か所のみ明記した）。
【０１１２】
　図１４（Ｂ）は入力部１０の電気回路図である。電極パットである出力電極および受信
電極と人体とが接触する部分の接触抵抗の影響を少なくするために、端子の数が４本であ
る４端子法を用いて電気的インピーダンスを測定する。
【０１１３】
　この図１４（Ｂ）に示すように、信号生成出力手段１１により生成される交流信号は、
一方の出力電極１１ａと他方の出力電極１１ｂとに接続され、その電流量が電流計２５に
より計測される。また、この一方の出力電極１１ａと並んで配置される一方の受信電極４
ａと、他方の出力電極１１ｂと並んで配置される他方の受信電極４ｂとは端末１内部で電
圧計２４により電圧を計測する。
【０１１４】
　このため、前述した第１の実施形態においては、第１の入力情報特定手段５がステップ
Ｓ２０４にて接触抵抗力ＲＴ　を含む形で図１１における電気抵抗値を表していたのに対
し、本第２の実施形態では接触抵抗力ＲＴ　の値を小さく計測できるため、計測誤差を小
さくできる。
　その他の構成およびその作用効果は、前述した第１の実施形態の場合と同一となってい
る。
【０１１５】
［第３実施形態］
　次に、図１５を参照して本発明の第３の実施形態を説明する。
　この第３の実施形態は、ディスプレイの大画面化に伴い、表示部と同一面上に、入力を
検出する検出部を大きく設けることが困難な場合に有効な実施形態である。
【０１１６】
　図１５は入力操作の様子を表した図である。この図１５に示すように、端末１を保持す
る側の指先など人体の一部で、端末１の側面及び背面に配置された一方と他方の受信電極
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４ａ，４ｂと、端末１の表面に配置され操作側の人差指で接する位置に配置された出力電
極１１ａとが、配置されている。入力エリア３は、端末１を保持する手の掌部に設定し、
この入力エリア３で入力操作を行なうように構成されている。
　その他の構成及びその作用効果は、前述した第１の実施形態の場合と同一である。
【０１１７】
　このため、本第３の実施形態によると、実施例の形態では、携帯型の端末形状を変える
ことなく、入力部分だけを追加することが可能である。
【０１１８】
　以上、実施形態（及び実施例）を参照して本願発明を説明したが、本願発明は上記実施
形態（及び実施例）に限定されるものではない。本願発明の構成や詳細には、本願発明の
スコープ内で当業者が理解し得る様々な変更をすることができる。
【０１１９】
　この出願は２００８年８月２９日に出願された日本出願特願２００８－２２２９３４を
基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【産業上の利用可能性】
【０１２０】
　本発明にかかる位置情報入力装置、位置情報入力方法、および位置情報入力処理プログ
ラムは、小型の情報処理機器の入力部分としてあらゆる分野の情報処理機器に共通に実施
することができ、その汎用性は大なるものがある。
【符号の説明】
【０１２１】
　１　位置情報入力装置
　２　導電性物体（人体の手の甲）
　３　入力エリア（情報入力エリア）
　３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ　入力位置
　４　信号検出部
　４ａ，４ｂ，４ｃ　受信電極
　５　信号投入伝達手段
　５Ａ　タッチ部材
　５Ｂ　指タッチ入力部
　６　位置信号入力手段
　１１　信号生成出力手段
　１１Ａ　信号発振部
　１１ａ　出力電極
　１１Ｂ　位置決め信号出力部
　１２　入力位置特定手段
　１２Ａ　経路抵抗算出部
　１２Ｂ　入力位置特定部
　１２Ｃ　主制御部
　１３　データベース
　１４　情報表示部
　Ｐ　位置決め信号（出力側）
　Ｓ　位置決め信号（受信側）
　ａ，ｂ，ｃ　受信信号
　ｅ　入力位置情報
　Ｒ　純抵抗
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